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人工飼料育における非休眠卵の産卵後の保護温度と休眠化
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: は じ め に

蚕卵の休眠性は催青,飼育,繭中などの環境条件で変化

すること力蜘 られているが,特に催青中の温度と光条件の

影響が最も大きく,低温,暗環境は非休眠卵の産性を助長

することが明ら力,こ されている1)。 一方,人工飼料育では
,

催青条件のはかに幼虫期の光条件によっても休眠性の変化

がみられ,恒明あるいは長日条件下の飼育では非休眠卵が

多発することが知られている4-6)。 また,人工飼料中の桑

葉粉末量によっても変化がみられ,少量添加で非休眠卵が

多発することも明らかにされている2)。 更に,人工飼料育

で発現する非休眠卵の多くは,栞膜に着色するにもかかわ

らず産卵後 2週間程度で孵化する,いわゆる再出卵状であ

り,こ れを抑止する方法としては従来から行われている産

卵後の15℃処理では効果がなく,10℃処理で抑止できるこ

とが明らかになっている3)。

本報では,産卵後10℃以下に保護した場合,非休眠卵の

休眠化に影響があるかどうかについて検討した。

2  試 験 方 法

供試蚕品種は人工飼料育で採種した場合に非休眠卵が発

現するものの中から,比較的発現率の高い中147号 ,中程

度の支142号及び比較的低い支146号 とした。催青は25℃

の平進で行い,光線は全期間18時間明,6時間暗とした。

掃立は 3～ 4蛾の混合で行い,4齢起蚕で必要な頭数に整

えた。飼育温 ‐湿度は 1・ 2齢 29℃ ,75～ 80%RH, 3齢
27℃ ,70～ 75%RH, 4 5齢25～26℃ ,60～ 70%RHを

目標とし,上族以降は25℃ ,70%RHを 目標とし自然光下

で保護した。なお,用いた人工飼料には桑葉粉末を40%添

加し,全齢同一組成で飼育 した。

試験区の設定は産卵翌朝から保護条件により,A区は25

℃で連続保護,B区のOは 5℃ , 5日 間後,●は25℃
,

5日 間後いずれも25℃ に保護,C区はまずB区 と同様に保

護した後,引き続き10℃で10日 間保護してから25℃に移し

たもの,更にD区は10℃ ,10日 間後25℃ に保護したもので
,

計 6区とした。材料蚕種は採種日別に 1蛾を 6分割し,各

区に 1片ずつ当てた。非休眠卵発現の有無の調査は25℃ に

保護した日数が,20～ 25日に達した時に行い,供試蛾数に対

する非休眠卵蛾の割合を求めたが,図にはA区の発現率を

図1 産卵後の保護温度条件と非休眠

卵蛾の発現 (支 142号 )

注 A区 :25℃ 連続,B区 :○-5℃ ,● =25℃
5日 後,い ずれも25℃ ,C区 :○-5℃ ,● =
25℃ 5日 後,いずれも10C10日 で25℃ ,D区 :

10℃ 10日 後25℃ ,非休眠卵蛾発現率はA区を
100と する指数
以上図 2, 3も 同じ。

図2 産卵後の保護温度条件と非体眠
卵蛾の発現 (支 146号 )
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図3 産卵後の保護温度条件と非体眠
卵蛾の発現 (中 147号 )

100と し,B,C,D区 はこれに対する指数で示 した。な

お,供試蛾数,A区の非休眠llp蛾数,そ の歩合は各図の上

方に記載した。

3 結果及び考察

図 1～ 3のA区における非休眠卵蛾の発現率は,品種間

では前述した品種性を示したが,同一品種内では他の区に

比べ高く,逆に発現率の最も低い区はD区であった。次に

B,C区 について見ると,支 142号 (図 1)の 25℃ 中の

5日 間 (B― ● )は休眠化に全く関与せず,25℃保護後の

発現率はA区と同じ値を示した。一方,5℃ , 5日 間 (B
―○ )では,かなり高い率の休眠化が見られ,A区の発現

率の 2害 1程度となった。しかし,こ れらを引き続き10℃ に

保護 (C区 )し た場合には, 5℃ ,25℃ のいずれからも

休眠への誘導が見られ,特に25℃ からの休眠化が顕著で

あった。

次に支146号 (図 2)場合,B区 では25℃ に比べて 5

℃での休眠化率が高く,こ の現象は支142号 と同様の傾向

であったが,両温度の差は小さく,5℃ での休眠化率はむ

しろ25℃の値に近く,_支 142号 に比べて 5℃ の休眠化作

用が低かった。しかし,こ れを引き続き10℃で保護した場

合には,前者と同様にD区の休眠化率に近い値となった。

更に,中 147号 (図 3)の B区での休眠化率は前二者と異

なり,特に25℃ ではA区に比べて約37%が休眠蛾 となっ

た。しかし,こ の状態から更に10℃で保護を続けると前二

者と司様に休眠化がさらに進み,D区の値に近づいた。

以上の結果から,休眠化に対する産卵翌朝からの低温の

影響は品種によって多少異なる反応を示したが,非休眠卵

力]木 眠に誘導される最適条件は10℃を中心に極めて狭い範

囲にあり,卵の発育程度と休眠化へのホルモン的作用の時

期的均衡が必要であり,10℃ではこの両者のタイミングが

合っているものと思われた。しかし,10℃以上 3)ゃ
今lu」 の

5℃ ,25℃ のような低温では休眠化の作用が鈍化 し,特

に25℃付近では卵発育はもちろんのこと,休眠化への誘

導作用も休止状態にあるものと推測される。このことから,

人工孵化などで浸酸前に一時冷蔵 したが,越年種に変更す

る場合には直ちに出庫しないて10℃ に再保護後に出庫する

ほうが良いと考えられた。

4 ま  と  め

人工飼料育からの蚕種で多発する非休眠卵の休眠化に 5

℃及び25℃ がどのように作用するか検討 した結果,品種

性も見られたが低温ほど休眠化率が低下した。
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